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平成２８年 米子市の人口動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 平成２７年国勢調査人口（確定値）と推計人口等との比較 

◎国勢調査人口（確定値）は、国立社会保障人口問題研究所（以下「社人研」）の推計人口、

本市の人口ビジョンで掲げる目標人口よりも高い水準の結果となっている。 

単位：人 

区 分 
H22（2010）年 

（基準年） 

H27（2015）年 増減率 

（H22年比） 

社人研推計 

１４８，２７１ 

１４５，３８５ △1.95% 

米子市独自推計 １４６，９２４ △0.91% 

米子市目標人口 １４７，７７６ △0.33% 

H27国勢調査人口（確定値） １４９，３１３ 0.70% 

（各年１０月１日現在） 

２ 平成２８年鳥取県年齢別推計人口 

◎平成２７年の国勢調査の結果が反映された平成２８年の鳥取県年齢別推計人口（国勢調

査人口を基に、人口動態により推計した人口）においても、引き続き、年少人口・生産

年齢人口の割合は減少し、老年人口は増加した。 

単位：人 

区 分 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

年少 

人口 

20,678 

(14.2%) 

20,595 

(14.2%) 

20,435 

(14.1%) 

20,396 

(14.1%) 

20,179 

(14.0%) 

20,163 

(13.7%) 

20,001 

(13.6%) 

生産年齢

人口 

88,910 

(61.1%) 

88,546 

(61.1%) 

87,444 

(60.3%) 

86,164 

(59.5%) 

84,994 

(58.8%) 

86,473 

(58.7%) 

85,772 

(58.3%) 

老年 

人口 

35,379 

(24.7%) 

35,781 

(24.7%) 

37,039 

(25.6%) 

38,285 

(26.4%) 

39,446 

(27.2%) 

40,569 

(27.6%) 

41,297 

(28.1%) 

小計 144,967 144,922 144,918 144,845 144,619 147,205 147,070 

年齢不詳 3,304 3,304 3,304 3,304 3,304 2,108 2,108 

総人口 148,271 148,826 148,222 148,149 147,923 149,313 149,178 

 H22国調ベース H27国調ベース 

資料１ 

●平成２７年国勢調査人口（確定値）によると、本市の人口は１４９，３１３人となり、５

年前と比べて１，０４２人増加したものの、平成２８年の人口動向（自然動態・社会動態）

は、引き続き、少子高齢化が進行している状況を示している。 

●自然動態は、７年連続の自然減となり、平成２８年の減少数は、平成２６年の２８８人に

次ぎ平成２２年以後で２番目に多い２６９人であった。 

●平成２８年の社会動態は、２７人の社会減に転じたものの、転出数は平成２２年以後、最

も低い数値であった。 
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３ 平成２８年人口動向（自然動態・社会動態） 

（１）自然動態の推移 

◎平成２２年以後、７年連続の自然減となっている。減少数は平成２６年の２８８人に次

ぎ２番目に多い２６９人であった。 

○出生数は、１，３８０人と前年より減少し、平成２２年以後、２番目に低い数値であっ

た。 

○死亡数は、１，６４９人と前年より増加し、平成２２年以後、最も高い数値であった。 

単位：人 

年 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

自然増減 -169 -98 -150 -150 -288 -126 -269 

 出生数 1,409 1,419 1,437 1,434 1,330 1,446 1,380 

死亡数 1,578 1,517 1,587 1,584 1,618 1,572 1,649 

資料：鳥取県人口移動調査 

 

（参考）女性人口の推移（鳥取県年齢別推計人口） 

○出生数に影響する若年女性人口（２０歳～３９歳）は、平成２８年において、平成２７

年の国勢調査の結果が反映され、前年、前々年より増加しているものの、減少傾向は継

続している。 
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単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記の表中「平成２７年の数値」は、平成２７年の国勢調査の結果は反映されていない。 

 

（参考）女性人口の推移（国勢調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）出生順位別の出生数の割合 

区 分 
出生順位別の出生数の割合（単位：％） 

第１児 第２児 第３児 第４児 第５児以上 第３児以上 

平成２２年 47.8 33.7 14.0 3.4 1.1 18.5 

平成２３年 44.6 38.2 14.2 2.3 0.7 17.2 

平成２４年 44.9 36.4 15.4 2.1 1.2 18.7 

平成２５年 45.4 36.2 14.9 2.7 0.8 18.4 

平成２６年 48.5 31.4 14.9 4.2 1.0 20.1 

平成２７年 45.1 36.0 14.0 3.4 1.5 18.9 

資料：鳥取県「人口動態統計」 

 

年    齢 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年

１５～１９歳 3,656 3,504 3,571 3,537 3,488 3,484 3,593

２０～２４歳 3,247 2,763 2,725 2,779 2,935 3,034 3,011

２５～２９歳 3,928 3,947 3,788 3,544 3,328 3,136 3,538

３０～３４歳 4,869 4,637 4,498 4,417 4,299 4,218 4,208

３５～３９歳 5,439 5,376 5,286 5,113 4,933 4,855 4,811

４０～４４歳 4,710 4,899 5,028 5,197 5,370 5,379 5,541

４５～４９歳 4,492 4,388 4,468 4,559 4,594 4,654 4,933

合計特殊出生率の
母数となる女性人口
（１５～４９歳）

30,341 29,514 29,364 29,146 28,947 28,760 29,635

若年女性人口
（２０～３９歳）
※子どもを産む女性の９５
   ％を占める年齢層

17,483 16,723 16,297 15,853 15,495 15,243 15,568

資料：鳥取県年齢別推計人口
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（２）社会動態の推移 

◎平成２７年は１２人の社会増であったが、平成２８年は２７人の社会減に転じた。 

○転入数は、５，００７人と、平成２２年以後、最も低い数値であった。 

○転出数は、平成２７年まで３年連続で増加していたが、平成２８年は減少し５，０３４

人となり、平成２２年以後、最も低い数値であった。 

単位：人 

資料：鳥取県「人口移動調査」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

社会増減 51 72 120 109 -149 12 -27 

 転入数 5,328 5,340 5,263 5,299 5,129 5,383 5,007 

転出数 5,277 5,268 5,143 5,190 5,278 5,371 5,034 

(単位：人)

平成26年 平成27年 平成28年

鳥取市 63 85 98

岩美町 0 0 -1 

若桜町 -1 -1 3

智頭町 5 -1 10

八頭町 8 1 -4 

計 75 84 106

倉吉市 7 25 38

三朝町 -7 0 5

湯梨浜町 -1 22 10

琴浦町 29 34 -10 

北栄町 1 19 8

計 29 100 51

境港市 36 73 66

日吉津村 -9 11 -37 

大山町 14 -7 37

南部町 46 40 -10 

伯耆町 -22 -65 8

日南町 15 14 9

日野町 21 7 18

江府町 17 26 -1 

計 118 99 90

222 283 247

-371 -271 -274 

資料：鳥取県人口移動調査

県内合計

区分

県外合計

（参考）本市への転入超過数の推移

東部

中部

西部
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（参考）平成２８年地域別・年齢別の転入超過数（対国外を除く） 

単位：人 

 

資料：総務省「平成２８年住民基本台帳人口移動報告（参考表）」 
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首都圏 -8 -45 -93 -1 17 21 4 0 -105 
関西圏 15 -58 -95 36 -24 5 -1 0 -122 
山陰 -150 95 284 13 -4 30 38 10 316
山陽 -16 -35 -27 -34 -8 -20 0 -1 -141 
その他 4 -1 -16 -27 -1 4 2 0 -35 
合計 -155 -44 53 -13 -20 40 43 9 -87 
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（参考）平成２８年地域別・年齢別の転入超過数【対山陰】 

単位：人 

 
資料：総務省「平成２８年住民基本台帳人口移動報告（参考表） 

 

（参考）県外からの移住者数 

 

○平成２８年度の県外からの移住者数（鳥取県調査基準によるもの）は、平成２７年度か

ら２年連続して県内トップの数値であった。年代別の割合では２０歳代・３０歳代が多

く、前居住地別の割合では、中国地方が最も多いが、平成２７年度と比べて中国地方が

減り、関東地方・近畿地方が増えている。 

 

区 分 平成２７年度 平成２８年度 

移住者数 ４８０人 ５０５人 

年代別 

の割合 

～１０歳代 ９．８％ ９．０％ 

２０歳代 ４１．７％ ３５．５％ 

３０歳代 ２１．１％ ２６．４％ 

４０歳代 １２．６％ １２．６％ 

５０歳代 ６．７％ ９．９％ 

６０歳代 ５．７％ ５．４％ 

７０歳代 ２．１％ ０．３％ 

８０歳代～ ０．０％ ０．６％ 

不明 ０．３％ ０．３％ 
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地域別・年齢別
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前居住地別 

の割合 

北海道・東北 １．８％ ２．７％ 

関東 １３．４％ １９．８％ 

北信越 １．５％ ０．９％ 

東海 ３．６％ ６．９％ 

近畿 １６．８％ ２２．６％ 

中国 島根 ２６．５％ １６．５％ 

岡山 １４．４％ ７．２％ 

広島 ９．８％ ８．４％ 

山口 １．３％ ２．７％ 

計 ５２．０％ ３４．８％ 

四国 ２．６％ ２．７％ 

九州・沖縄 ７．５％ ７．２％ 

国外 ０．５％ １．５％ 

不明 ０．３％ ０．９％ 

 

■移住の理由（平成２８年度） 

転勤（前任者なし）24.3%、就職 21.3%、退職・離職による帰郷 15.3%、結婚 15.0%、子育て

4.8%、田舎暮らし 4.8%、介護 1.8%、起業 1.5%、農林水産業 0.6%、卒業による帰郷 0.6%、

その他 0.6% 

■米子市を選んだ理由（平成２８年度） 

働く場所がある 31.3%、実家がある 16.5%、自然が豊か 10.2%、知り合いがいる 8.6%、食が

魅力的 5.2%、自分の時間にゆとりが持てる 2.8%、地域が元気で温かい 2.2%、医療・福祉施

設が充実している 1.8%、子育て環境が整っている 1.6%、その他 19.8% 

 

※上記の「年代別の割合」、「前居住地別の割合」、「移住の理由」、「米子市を選んだ理由」は、転

入届窓口でのアンケート結果による。 
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（参考）地区別人口の推移（１０月１日住民基本台帳人口） 

 

 

 

 

 

 

平成１７年 平成２２年 平成２７年
永江 3,508 3,127 2,770 -21.0%
崎津 3,729 3,435 3,070 -17.7%
和田 3,045 2,803 2,627 -13.7%
尚徳 1,915 1,832 1,719 -10.2%
河崎 5,224 4,974 4,706 -9.9%
義方 6,974 6,358 6,325 -9.3%
啓成 7,358 6,866 6,715 -8.7%
春日 2,408 2,326 2,211 -8.2%
成実 4,784 4,528 4,419 -7.6%
五千石 3,443 3,221 3,184 -7.5%
大高 3,538 3,358 3,278 -7.3%
大篠津 2,249 2,177 2,086 -7.2%
彦名 5,083 4,849 4,772 -6.1%
福生西 4,742 4,543 4,625 -2.5%
県 3,956 3,857 3,877 -2.0%
就将 6,599 6,262 6,532 -1.0%
夜見 4,787 4,888 4,755 -0.7%
住吉 13,354 13,278 13,306 -0.4%
明道 5,530 5,597 5,581 0.9%
富益 4,764 4,758 4,812 1.0%
巌 3,334 3,416 3,419 2.5%
加茂 8,950 9,129 9,226 3.1%
淀江 9,175 9,358 9,600 4.6%
福米東 7,332 7,434 7,843 7.0%
福生東 6,987 7,395 7,833 12.1%
福米西 11,696 12,611 13,326 13.9%
車尾 5,953 6,661 7,035 18.2%

150,417 149,041 149,652 -0.5%合計

人
口
減
少

人
口
増
加

地区別人口の推移（人）
地　区

１０年間の
増減率
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米子がいな創生総合戦略 平成２８年度の取組実績 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 基本目標に係る数値目標の進捗状況 

基本目標 
取組２年目 《参考》取組１年目 摘要 

政策分野 数値目標 

Ⅰ 

しごとを守

り生み出す

元気なまち

米子 

～経済の活

性化を図り、

安定した雇

用を創出し

ます～ 

【基本的方向】 

○若い世代を中

心とした雇用対

策 

○高齢者等の活

躍促進 

■雇用創出数《累

計》 

⇒５年後（平成３

１年度）までに、

新たに３，０００

人以上 

平成２８年度《累計》：

７０３人 

 

平成２８年度《単年》：４８５

人 

［内訳］ 

企業誘致によるもの：７５人

（過去誘致分を含む） 

工場新増設によるもの：３０人 

創業によるもの：１８３人（創

業者を含む） 

新規就農等によるもの：１人 

地域おこし協力隊制度による

もの：１人 

その他：１９５人（保育士含む） 

平成２７年度《単年》：

２１８人 

 

 

 

［内訳］ 

企業誘致によるもの：１０３人

（過去誘致分を含む） 

工場新増設によるもの：３２人 

創業によるもの：１８人（創業

者を含む） 

新規就農等によるもの：１人 

地域おこし協力隊制度による

もの：３人 

その他：６１人（保育士含む） 

  

Ⅱ 

ひとを呼ぶ

魅力あるま

ち米子 

～移住定住

の促進・人口

流出の抑

制・魅力ある

■人口の社会増

減《年間》 

⇒５年後（平成３

１年）において、

プラス２００人

（平成２６年：マ

イナス１４９人） 

平成２８年：マイナス２

７人 

［内訳］ 

平成２８年転入数：５，００７

人 

平成２８年転出数：５，０３４

人 

平成２７年：プラス１２ 

 

［内訳］ 

平成２７年転入数：５，３８３

人 

平成２７年転出数：５，３７１

人 

鳥取県人

口移動調

査結果（平

成２９年

２月） 

資料２ 

●地方創生の取組２年目となる平成２８年度は、総合戦略策定後はじめての本格的な当初

予算編成の下に、前年度から継続する施策に加え、新たな施策にも多数取り組んだ。取

組に当たっては、国の交付金（地方創生加速化交付金・地方創生推進交付金）などの財

源も積極的に活用した。 

●基本目標に係る数値目標については、移住者数、皆生温泉外国人宿泊客数、合計特殊出

生率など順調に進捗しているものと、雇用創出数、観光客入込み客数、皆生温泉宿泊客

数、出生数など進捗が不十分なものとがあった。なお、本市の人口動向としては、県外

からの移住者数が５０５人（昨年に続き県内市町村トップ）となったが、人口の社会増

減はマイナスに転じ、また、出生数が前年と比較して６６人減少したことに加え、死亡

数が平成２２年以後で最多（１，６４９人）となり、自然減は一層進行している。 

●平成２８年度（取組２年目）に係る各施策の重要業績評価指標ＫＰＩについては、８５

項目のうち、６２．３％（５３/８５項目）が順調に進捗し、その内訳は、順調に進捗

した項目が３７項目、概ね順調に進捗した項目が１６項目となった。 
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まちづくり

の推進を図

り、新しい人

の流れをつ

くります～ 

【基本的方向】 

○山陰両県以外

からの移住定住

の促進、若者の

人口流出抑制と

ふるさと回帰促

進 

○観光客・コン

ベンションの誘

致 

■県外からの移

住者数《累計》 

⇒５年後（平成３

１年度）までに、

新たに２，５００

人以上 

平成２８年度《累計》：

９８５人 

 

平成２８年度《単年》：５０５

人 

平成２７年度《単年》：

４８０人 

鳥取県と

っとり暮

らし支援

課調べ 

■米子・皆生温泉

周辺の観光客入

込み客数《年間》 

⇒５年後（平成３

１年）において、

１７８万人以上

（平成２６年：１

３９万４千人） 

平成２８年：１２３万人 平成２７年：１２９万８

千人 

鳥取県観

光入込動

態調査結

果（平成２

９年７月） 

■皆生温泉宿泊

客数《年間》 

⇒５年後（平成３

１年）において、

４７万５千人以

上（平成２６年：

４２万８千人） 

平成２８年：４１７，３

８０人 

平成２７年：４０７，３

１６人 

鳥取県観

光入込動

態調査結

果（平成２

９年７月）  

■皆生温泉の外

国人宿泊客数《年

間》 

⇒５年後（平成３

１年）において、

２１，９００人以

上（平成２６年：

１０，６２８人） 

平成２８年：１８，０６

８人 

平成２７年：１５，２１

０人 

米子市観

光課調べ 

Ⅲ 

ひとを愛し

育む希望の

まち米子 

～少子化対

策の推進を

図り、若い世

代の結婚・出

産・子育ての

希望をかな

えます～ 

【基本的方向】 

○少子化対策へ

の総合的な取組 

■合計特殊出生

率 

⇒５年後（平成３

１年）において、

１．８０程度以上

（平成２５年：

１．７８） 

平成２７年：１．８７ 

［参考］ 

平成２７年全国：１．４５ 

平成２７年鳥取県：１．６５ 

平成２６年：１．６８ 

［参考］ 

平成２６年全国：１．４２ 

平成２６年鳥取県：１．６０ 

厚生労働

省人口動

態統計（平

成２７年

９月） 

鳥取県人

口動態統

計（平成２

９年１月） 

■出生数《年間》 

⇒５年後（平成３

１年）において、

１，５００人程度

（平成２６年：

１，３３０人） 

平成２８年：１，３８０

人 

［参考］ 

平成２８年死亡数：１，６４９

人⇒自然増減：マイナス２６９

人 

平成２７年：１，４４６

人 

［参考］ 

平成２７年死亡数：１，５７２

人⇒自然増減：マイナス１２６

人 

鳥取県人

口移動調

査結果（平

成２９年

２月） 
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Ⅳ 

助け合いみ

んなで伸び

るまち米子 

～広域連携

を推進し、圏

域の一体的

な発展を図

ります～ 

【基本的方向】 

○地方創生に向

けた圏域の連携 

■中海・宍道湖・

大山圏域人口（鳥

取県西部圏域を

含む） 

⇒５年後（平成３

１年）において、

６５万４千人以

上（平成２２年：

約６６万２千人） 

－ 

 

 

［参考］ 

平成２８年１０月１日住民基

本台帳人口：６５８，２３０人 

平成２７年１０月１日

国勢調査人口（確定

値）：６５４，２０７人 

［参考］ 

平成２７年１０月１日住民基

本台帳人口：６５９，９７７人 

平成２７

年国勢調

査・人口等

基本集計

（平成２

８年２月） 

圏域市町

村住民基

本台帳 

２ 施策に係る重要業績評価指標ＫＰＩの進捗状況《取組２年目》※2 項目未集計 

評 価 区 分 該当ＫＰＩ数 割合（Ｘを除く。） 

Ａ：順調に進捗 ３７ ４３．５％ 

Ｂ：概ね順調に進捗 １６ １８．８％ 

Ｃ：進捗が不十分 ３２ ３７．７％ 

Ｘ：評価対象外 １９  

合 計 １０４  

《政策分野ごとの内訳》 

政策分野 評 価 区 分 該当ＫＰＩ数 割合（Ｘを除く。） 

Ⅰ  しごとを守

り生み出す元

気なまち米子 

Ａ：順調に進捗  ９ ３７．５％ 

Ｂ：概ね順調に進捗 ３ １２．５％ 

Ｃ：進捗が不十分 １２ ５０．０％ 

Ｘ：評価対象外 １０  

Ⅱ  ひとを呼ぶ

魅力あるまち

米子 

Ａ：順調に進捗 １６ ５７．１％ 

Ｂ：概ね順調に進捗 ３ １０．７％ 

Ｃ：進捗が不十分 ９ ３２．２％ 

Ｘ：評価対象外 ７  

Ⅲ  ひとを愛し

育む希望のま

ち米子 

Ａ：順調に進捗 １０ ４０．０％ 

Ｂ：概ね順調に進捗 ９ ３６．０％ 

Ｃ：進捗が不十分 ６ ２４．０％ 

Ｘ：評価対象外 ０  

Ⅳ  助け合いみ

んなで伸びる

まち米子 

Ａ：順調に進捗 ２ ２５．０％ 

Ｂ：概ね順調に進捗 １ １２．５％ 

Ｃ：進捗が不十分 ５ ６２．５％ 

Ｘ：評価対象外 ２  
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３ 主な施策の平成２８年度取組概要 

Ⅰ しごとを守り生み出す元気なまち米子 

施策名 平成２８年度取組概要 

1 特定創業支援事業を修了し、雇

用を伴う創業をした者への支

援 

・総合相談業務、既存事業(補助金、融資)、関係支援機関

との連携により創業を支援（新規創業５０件） 

2 未来のものづくりの担い手・起

業家の育成に向けた取組 

・地域おこし協力隊員を「ファブラボとっとり west」（年

度末会員数３５６人）に配置し、３Ｄプリンタやレーザ

ーカッターの使用者講習を実施 

3 仕事の種（シーズ）づくりなど

産学連携研究への支援 

・「産学官しごとの種（シーズ）づくり支援事業」を新設し、

新たな事業活動を創出するための研究開発・調査等の情

報を収集し、事業化へ向け支援（補助金交付決定２件） 

4 淀江地域の農水産物特産品の

情報発信と販路拡大 

・淀江地域の農水産物生産者が行う PR 活動、イベント等へ

の参加に対し支援、淀江がいな鰆が、農林水産省主催の

フード・アクション・ニッポン・アワード 2016に入賞 

5 女性の再就労につながる専門

職資格の取得促進 

・「米子市女性の専門職資格取得助成事業補助金」を創設（補

助金交付２６人） 

6 高齢者が社会で活躍すること

ができる環境整備 

・「米子市生涯現役促進協議会」を設置し、「生涯現役促進

地域連携事業」の取組をスタート 

Ⅱ ひとを呼ぶ魅力あるまち米子 

施策名 平成２８年度取組概要 

1 県外からの移住者に対する住

宅取得等経費の助成 

・「米子市移住定住者住宅取得支援補助金制度」を創設（補

助金交付４件） 

【評価区分の説明】 

Ａ 順調に進捗   ： 数値目標を達成したもの（数値目標が５年後の数値である場

合などは、各施策の取組期間の年数分に換算するなどして評

価） 

Ｂ 概ね順調に進捗 ： 数値目標は上回らなかったものの７割以上進捗したもの（総

合戦略策定・改訂時の現状値より数値が低下したものを除

く。ただし、数値目標を１００％などの理想値としている場

合の数値の低下は、取組の状況を加味してこれを判断する。） 

Ｃ 進捗が不十分  ： Ａ、Ｂ及びＸに該当しないもの 

Ｘ 評価対象外   ： 総合戦略策定の段階で計画期間の中途からの取組を想定して

いたものなど今回評価しないもの 

注：定性的な数値目標の進捗については、取組の進捗の程度により評価区分を判断 
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2 高校新卒者の就業・定着の促進 ・日本政策金融公庫、県立米子高校と共催し、高校生を対

象に講演会（出前授業）を開催（参加者３０３人） 

3 地域おこし協力隊によるＳＮ

Ｓ等を活用した情報発信 

・SNS とポップカルチャーを活用し、PR 動画の作成及び首

都圏等における活動を主とした情報発信 

・地元における活動の幅の拡大（ケーブルテレビ、ラジオ

番組、新聞等） 

・自由に使用できるフォトライブラリサイト「米子写真館

どげな？」のオープン 

・米子市観光協会と連携した「大人達の社会見学」PRパン

フレットの作成 

4 ふるさと納税寄付者に対する

観光・イベントの情報発信 

・米子市周辺観光ガイド「米子ゆる旅」をふるさと納税寄

付者への「市民体験パック」の中で配布 

5 農と食・ポップカルチャー秋の

大文化祭の開催 

・農と食のフェスタと米子映画事変の開催を支援、合わせ

てヨナゴワンダーとして「よなご歩き愛です」、「出張フ

ァブラボ」、「じしょう米子無料上映会」を開催 

Ⅲ ひとを愛し育む希望のまち米子 

施策名 平成２８年度取組概要 

1 結婚・妊娠・出産・子育てに係

る総合的学習機会の提供（ウェ

ブ版ヨネギーズ赤ちゃんファ

ミリー応援大学） 

・平成２６年度に開催した「ヨネギーズファミリー応援大

学」の概要をまとめた冊子「結婚から子育て応援ブック」

（１，５００部）を作成し、ホームページにも掲載 

2 多子世帯等に対する保育料の

無償化 

・新たに第２子（低所得世帯・第１子と同時在園に限る）

の保育料無償化を実施（第３子以降の保育料無償化は平

成２７年度から実施） 

3 保育所等の待機児童解消のた

めの受入れ人数の拡大 

・低年齢児の受け入れ数を１４４人分拡大 

4 ワーク・ライフ・バランス推進

月間の設定（イベント開催）に

よる啓発 

・ワーク・ライフ・バランス推進月間記念イベント（記念

講演、パネルディスカッション）を開催 

5 ＩＣＴ等を活用した保育現場

の環境改善の促進 

・岐阜県美濃加茂市と連携し、ＩＣＴ（情報通信技術）を

活用した「状態把握プログラム」の実証実験を４保育所

で実施（個々の保育士の園児に対する「気づき」を見え

る化、園児の状態を客観的に評価）、また、普及のための

セミナー等を開催 

・保育業務支援システムを導入する１６の保育所等、事故

予防等のためのビデオカメラを導入する１９の保育所等
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を支援 

6 介護ロボット導入による介護

現場の環境改善の促進 

・介護ロボット導入を計画する１０事業所に対しその費用

を補助 

Ⅳ 助け合いみんなで伸びるまち米子 

施策名 平成２８年度取組概要 

◆鳥取県西部圏域が連携した地方創生への取組 

1 鳥取県西部圏域移住定住推進

加速化連携事業の実施（移住体

験モニター、移住定住ポータル

サイト） 

・とっとりＷＥＳＴ移住ポータルサイトを構築（「家族の時

間」をキーワードにしたグラフィックや映像コンテン

ツ）、移住体験ツアーを実施 

2 パワード by 大山 ＤＭＯ

設立基盤構築事業の実施 

・大山パワーブランド化推進事業（大山ワンダー、テレビ・

ラジオ・ＳＮＳによる情報発信等）、外国人観光客受け入

れ環境整備パンフレット等制作事業、日本遺産活用事業

（他自治体への視察、モニターツアー、情報発信等）、大

山エコトラックシステム構築事業（スマートフォンアプ

リの開発、受入環境整備、各種プロモーション等）、西部

圏域版周遊バスと情報提供アプリによる周遊促進事業

（２次交通バスの周遊運行実験、情報提供アプリの開発

等）を実施 

3 伯耆国「大山開山１３００年

祭」推進事業の実施 

・官民一体となった「大山開山１３００年祭」実行委員会

を組織、伯耆国「大山開山１３００年祭」事業計画を策

定、情報発信等を実施 

4 名峰「大山」とともに生きる・

鳥取県西部圏域の広域観光推

進プロジェクトの実施 

・情報発信事業（伯耆国「大山開山１３００年祭」PR動画

の作成、案内説明パネル作成、歴史シンポジウムの開催

等）、現地情報発信機能強化（空き店舗を活用した日本遺

産、観光、歴史、文化等の情報発信強化、大山の食ブラ

ンド、自然 PR等）を実施 

◆中海・宍道湖・大山圏域が連携した地方創生への取組 

5 三大都市圏での圏域ＰＲプロ

ジェクト 

・中京圏へのプロモーション（ＣＭの作成・放送）、首都圏

へのプロモーション（東京ヤクルトスワローズとタイア

ップし情報発信）、関西圏へのプロモーション（ＪＲ大阪

駅でのＰＲイベント、新聞への広告掲載）、大都市圏に向

けたテレビ番組等制作及び放送（モヤモヤさまぁ～ず

２・山陰編）、圏域観光プロモーション動画の作成及び発

信（インスタグラマによる SNS、動画配信メディアの活

用）を実施 
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6 山陰いいものマルシェプロジ

ェクト 

・圏域内でのマルシェ開催（安来市、出雲市）、圏域外での

マルシェ開催（名古屋市、芦屋市、大阪市２会場）、協力

事業（京都市、米子市、浜田市、日吉津村、松山市）、い

いものマルシェ商談会（出雲市）を実施 

7 インドとの経済交流プロジェ

クト 

・圏域の中小企業を中心に、インドケララ州での産業技術

展「Kerala Business to Business Meet 2017」への出展

を支援 

8 圏域インバウンド対策推進事

業 

・台湾インバウンドの推進（訪日旅行商品造成促進活動、

台湾旅行会社へのセールス活動、台湾旅行会社圏域内観

光地視察及び商談会）、香港インバウンドの推進（香港向

けテレビ番組制作及び放送）、香港向け観光プロモーショ

ン（圏域ＰＲ動画広告の配信）、圏域観光パンフレットの

多言語化を実施 

9 ＩＣＴ活用による観光案内・圏

域ＰＲ事業 

・スマートフォン用観光案内アプリの圏域内整備（縁結び

スマートナビゲーションシステム） 

10 中海・宍道湖・大山圏域ものづ

くり産業振興プロジェクト 

・圏域内企業情報データベースの充実、圏域内企業のビジ

ネスマッチングの開催 

11 ロシアへの販路拡大支援 ・ロシアバイヤー招聘による商談会の開催（出雲市、松江

市、米子市）、ロシアでの販促活動の実施（圏域商品の販

売、観光ＰＲ等） 
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地方創生の推進に係る取組状況と今後のスケジュール 

 

１ 平成２８年度までの取組状況《概要》 

※総合戦略の策定（改訂）、地方創生有識者会議開催関係のみ抜粋 

 

（平成２７年度） 

 

 ６月 ２日 第１回米子市地方創生有識者会議 

      （委員委嘱、会議の運営方法の決定、地方創生の概要説明、 

意見・情報交換） 

 

 ７月１４日 人口ビジョンの中間取りまとめ・地方創生総合戦略の骨子 

を策定 

 

８月 ６日 第２回米子市地方創生有識者会議 

       （人口ビジョンの中間取りまとめ・地方創生総合戦略の骨 

子に対する意見及び地方創生総合戦略に盛り込むべき施 

策の提案に係る意見を聴取［第１回］） 

 

 ８月１２日 第３回米子市地方創生有識者会議 

       （人口ビジョンの中間取りまとめ・地方創生総合戦略の骨 

子に対する意見及び地方創生総合戦略に盛り込むべき施 

策の提案に係る意見を聴取［第２回］） 

 

９月２８日 人口ビジョン・地方創生総合戦略の素案を作成 

 

１０月１４日 第４回米子市地方創生有識者会議 

       （人口ビジョン・地方創生総合戦略の素案に対する意見を 

聴取） 

 

１０月２７日 人口ビジョン・地方創生総合戦略を策定 

 

（平成２８年度） 

 

 ７月２１日 第１回米子市地方創生有識者会議 

      （平成２７年度における地方創生の取組実績について報告） 

 

１０月２１日 第２回米子市地方創生有識者会議 

      （米子がいな創生総合戦略の改訂について報告） 

資料５ 
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１０月２８日 米子がいな創生総合戦略を改訂（第２版） 

 

 ２月２１日～ 米子市地方創生有識者会議（意見照会） 

       （地方創生拠点整備交付金事業の実施に伴う米子がいな創生総

合戦略の改訂について報告） 

 

 ３月２３日  米子がいな創生総合戦略を改訂（第３版） 

 

２ 平成２９年度の取組状況 

 

５月 ８日 第１回米子市地方創生推進本部会議 

（地方創生の進行管理について確認） 

  

 ５月１７日 第１回米子市地方創生推進本部幹事会会議 

（地方創生の進行管理について確認） 

  

 ５月１７日 ワーキンググループ「広域連携施策企画調整チーム」を設置 

 

 ５月～６月 平成２８年度における地方創生の取組実績（数値目標の進捗、 

施策の効果検証等）の取りまとめに係る調査 

 

 ７月１０日 第２回米子市地方創生推進本部会議・同幹事会会議（拡大会議） 

      （平成２８年度における地方創生の取組実績について検討） 

 

 ７月１８日 第１回米子市地方創生有識者会議 

      （平成２８年度における地方創生の取組実績について報告） 

 

３ 今後のスケジュール ※平成２９年７月１８日現在 

 

 ７月２４日 米子市議会（全員協議会） 

      （平成２８年度における地方創生の取組実績について報告） 

⇒取組実績の公表 

  

※以後、米子がいな創生総合戦略の改訂について検討に着手し、年度内に改訂

予定。米子市地方創生有識者会議は、改訂までに２回程度開催予定。 

 


